














































































































































































































































2) 本論で引用された例文には、『大正新惰大蔵経』（全83巻， 1925年7月発行， 1988年2月普及版発行，
大正新情大蔵経刊行会）文中での使用箇所を示す記号を付す。最初のTは「大正」、数字は巻数と頁数、
最後のA～Cは段数を示す。
3) 各例文の直後には、参考のため悶｜｜訳妙法蓮華経井開結』（井上四郎編輯，平楽寺書店， 1957年1月
発行）に書かれた書き下し文を付す。
4) この他、文中では“浄華宿王智仏”を対象者とする「妙音菩薩品」“自浄華宿玉智仏言（「浄華宿王智
仏に白して言さく」）。”の使用も確認される。
5) 但し、白川1996:554は、“告”は木の小枝に祝祷を収める器を著けた形と記している。
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